
 

平成 24年度森林の活動体験教室／鈴鹿市立庄野小学校報告 
                       作成：平成２４年１１月２６日 森林の風 
１．ねらい  竹ポットを作り、児童が拾ってきたドングリを植えて、芽が出るまでを観察する 
２．対象   鈴鹿市立庄野小学校４年生２クラス（１組：２８名，２組：２９名） 
       担任２名 
３．日時   １１月２２日（木）  ２組：8:45-10:20  １組：10:45-12:20 
４．場所   庄野小学校 図工室 
５．講師   森林の風 １１名，大杉谷自然学校 １名 
６．スケジュール 
時間割 時間割 
２組 １組 

内容 備考 

8:45-8:48 
8:48-9:00 

10:45-10:48 
10:48-11:00 

○講師の紹介 
○ドングリの話 

森林の風 
森林の風 

9:00-9:45 11:00-11:45 ○竹ポット作り 
・イラストマップで竹ポット作りの手順を説明 
・竹を切りの手本を見せる 
・ノコで竹を切る 
・切った竹の底に水抜き用の穴を開ける 
・切断面のバリを紙ペーパーで取る 

 
森林の風 
森林の風 
児童 
森林の風 
児童 

9:45-10:05 11:45-12:05 ○ドングリを植える 
・竹ポットに土を入れる 
・水に沈んだドングリを植える 

 
児童 
児童 

10:05-10:20 12:05-12-20 ○後片づけ 
○感想を聞く 

児童 
森林の風 

７．活動写真 

   

      



 

 
８．反省・意見など 
・小学生相手の森林環境教育は、森林の風として初めての取り組みであり、充分準備して臨 
んだが、抜けの部分がただあり、次回の森林教室に活かして行きたい。 
・最初の２組目の反省を元に行った１組目はスムーズに進行できた。 
・児童は、ノコを使った経験は何回かあった様であり、生き生きと竹を切って、楽しそうであった 

・児童は、６班に分かれており、我々も６班に分かれ、充分に目が行きとどく様に、安全に充分 

気を付けて、ケガ無く無事に終了する事ができた。 

・今回植えたドングリは、来年３月頃に芽がでて来るので観察・管理をお願いした。 

・最後に児童に今回の活動について聞くと、「よかった」との答えがあり、先生には来年も是非 

この様な場を持ちたいと要請した。 


